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メイン
アプローチ

Ⅰ　基本設計概要

■子どもが公園に育まれる施設

■持続可能な社会の実現に寄与する、自然のぬくもりのある施設

■ライフサイクルコスト低減を意識した、管理しやすい施設

◎計画施設ゾーンイメージ

保育関連室

管理関連室

共有空間

設備

収納

凡例

園庭

管理

病児
保育

■「保育の質」が確保でき、子どもたちの主体的な遊びと生活を支える施設

■インクルーシブ教育・保育の推進を図りやすい施設

■私立も含めた地域の幼児教育・保育施設等のネットワーク構築・相互交流推進と研修・

　支援、地域の子育て支援を担う施設

■多様な保育の提供を担う施設

■安全・安心で、保育教諭等職員が働きやすい施設

1. 基本方針

・障がいのある子どもも、ない子どもも共に過ごせるような、バリアフリー設計とする。

・個々のニーズに合わせた支援が提供できるよう、多様な空間を整備する。

・カラーユニバーサルデザインやユニバーサルフォント等を取り入れて、誰もが認知しや

　すい色彩設計やデザイン表現を採用する。

・太陽光発電や高効率な空調設備などの環境に配慮した設備を導入し、エネルギー消費量を削減する。

・地域の風景にあう地場木材を活用し、自然素材を積極的に使用することで、子どもたちが温もりを

　感じられる空間を創出する。

・予算内でイニシャルコストを抑える事は勿論、ランニングコスト削減としては、耐久性のある外装材の活用

　や信頼性のある高効率な汎用機器の採用、十分なメンテナンススペースの確保など様々な工夫を行う。

・ライフサイクルコストを考慮し、長期的な視点でコストを抑える設計とする。

1-1. 業務の目的

1-2. 基本設計方針

・保育室は、子どもの発達段階や興味関心に合わせた多様な遊びや活動を展開できるよう、

　広々とした空間と可動式の間仕切りを導入する。

・保育教諭等が働きやすい環境を整備し、質の高い保育サービスを提供できる体制を構築する。

・園舎とそれらを取り囲む外部環境を、保育室のある屋内から縁側の半屋外へ、更には、園庭の外部

　へと有機的に連続させ豊かな保育環境を醸し出す。

・休日保育や病児保育等、ニーズに合わせた保育サービスを提供できるような、施設規模や設備を検討する。

・子どもたちが互いに学び合い、成長できる環境を整備する。

・園庭は、隣接する多目的広場と一体的に利用できる空間として整備し、子どもたちが自由に遊べる

　環境を提供する。

・地域の公園と連携し、子どもたちが自然の中で遊べる機会を増やす。

インクルーシブ
ゾーン

（多目的広場）

・子どもたちの安全性を第一に考え、施設内の動線に考慮した計画とする。

・保育教諭等が子どもたちをしっかりと観察できるよう、保育室の配置や視線を考慮する。

・施設管理カメラや警備システムなどを導入し、安全性を確保する。

　本業務は、福島市において整備される「(仮称)もりあい認定こども園」の基本設計を行い、子どもたちが

安全で快適に過ごせる環境を創造し、地域社会に貢献する質の高い保育施設を実現することを目的とする。

・地域の他の幼児教育・保育施設との交流スペースを設け、情報交換や合同研修などを実施しやすい

　環境を整備する。

・地域に開かれた場として、地域における子育て家庭の保護者に対して子育てに関する情報提供や相談会などを

　開催できるスペースを設ける。

　「森合幼稚園建て替え・もりあい認定こども園（仮称）基本計画」で定めた整備方針を引継ぎ、

発展させた8つの基本方針を次に示す。

（仮称）もりあい認定こども園整備事業基本設計
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Ⅰ　基本設計概要

計画地

計画地

上水道

下水道

電　気

ガ　ス

無　法第22条地域

200％

60％

福島市野田町地内

市街化区域

第一種中高層住居専用地域

竹ノ内線　路線番号：60348　道路区分：市道　幅員：6.0ｍ

4時間（5m～10m）、2.5時間（10ｍ～）

計画地位置

都市計画区域

防火地域

容積率

地域区分

前面道路

日影規制

居住推奨区域立地適正化計画区域

内　容項　目

給水本管100φ（敷地南側）

都市ガス供給区域　ガス本管150φ（敷地南側）

下水本管400φ（敷地南側）

建蔽率

東北電力（敷地南側、電力柱より引込）

2. 敷地概要

 　案内図

 　敷地整備状況

 　都市計画図

 　周辺避難施設位置図

2-1．敷地条件

（仮称）もりあい認定こども園整備事業基本設計
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Ⅰ　基本設計概要

項⽬ 規定 該当法令 計画内容 判定

設計資格 設計資格 ⼠法3 該当

確認申請 確認申請の要否 法6 法6条1項1号に該当 該当

都市計画区域 都市計画区域の種別
都計法４
都計法５

都市計画区域 市街化区域 −

⽤途地域 ⽤途地域の区分
法48、法49
法50、法68の9

第⼀種中⾼層住居専⽤地域 −

敷地に対する建物⽤途の適合 法48条 幼保連携型認定こども園は全ての地域で制限無し 該当

特殊建築物の確認 法2-1-2
児童福祉施設等（幼保連携型認定こども園）のため、
特殊建築物に該当

該当

⼯事種別の確認 法2-1-13 新築 −

敷地と道路 接道要件〈特殊建築物の200㎡超えるものに該当→4m以上接道〉法43、条例4 6ｍ以上接道。 該当

⼤規模建築物 主要構造部の防⽕性能 法21 対象外

地域地区 地区計画の指定 都計法12の5 指定無。 対象外

道路斜線制限 該当
隣地斜線制限 該当
北側斜線制限 該当

⽇影規制 ⽇影規制による制限
法56の2
中⾼層指導要綱

第⼀種中⾼層住居地域で⾼さが10ｍ未満。 対象外

採光
採光に有効な⾯積が政令で定める割合以上とする。
（保育室：1/5以上）

法28-1 該当

換気 換気有効⾯積が1/20以上⼜は政令で定める換気設備の設置 法28-2 ⾃然換気設備⼜は機械換気設備を設置とする。 該当

シックハウス
アスベスト

換気計画、使⽤建築材料、天井裏等の措置 法28の2
使⽤資材(塗装･下地材･仕上材等)は全てＦ☆☆☆☆仕様
とし、政令で定める機械換気設備設置。

該当

天井⾼さ H≧2.1m確保 令21 該当

⽊造床⾼・防湿 床⾼≧45cm、床下換気⼝＠5m 令22
床下をコンクリート、たたきその他これらに類する材
料（透湿防⽔シート）で覆うこととする。

該当

避雷設備 H＞20m場合設置 法33 H20ｍ以下 対象外

延焼のおそれのある部分1F：隣地境界線、道路境界線から3ｍ以内、2F：5ｍ以内の部分 法2-1-6
隣地境界・道路境界から3ｍ以内を延焼のおそれのある
部分とする。

−

22条区域内の屋根・外壁の制限 法22、法23、法25 適合
防⽕地域・準防⽕地域の制限 法61 該当
耐⽕建築物また準耐⽕建築物としなければならない特殊建築物 法27 該当

防⽕壁・防⽕床 床⾯積≧1,000㎡に設置義務 法26、令113 任意による準耐⽕建築物とし、適⽤除外。 適合

耐⽕構造、イ準耐⽕構造、ロ準耐⽕構造で1500㎡を超えるもの 法112-1
1500㎡以内ごとに準耐⽕構造⼜は特定防⽕設備により
区画

適合

法21、法27-1、法27-3による規定で耐⽕構造、イ準耐⽕構造、
ロ準耐⽕構造とした建築物で、500㎡を超えるもの

法112-4 該当

法21、法27-1、法27-3による規定で耐⽕構造、イ準耐⽕構造、
ロ準耐⽕構造とした建築物で、1000㎡を超えるもの

法112-5 該当

竪⽳区画
準耐⽕構造：地階⼜は3Fに居室がある場合、竪⽳区画部分とそ
れ以外の部分を防⽕設備等で区画

令112-11〜14 該当

区画近接の外壁等
防⽕区画に接する外壁で幅90cm以内：準耐⽕構造⼜は防⽕設備
※適⽤除外 50cm突出壁がある場合

令112-16,17 準耐⽕構造とする。 該当

異種⽤途区画
建築物の⼀部が法27-1、2、3に該当する場合、その部分とその
他の部分と準耐⽕構造⼜は特定防⽕設備で区画

令112-18 対象外

防⽕上主要な
間仕切り壁

学校・病院・診療所・児童福祉施設・ホテル・旅館・下宿・寄
宿舎には主要間仕切壁（耐⽕・準耐⽕・防⽕構造）を設ける。

令114-2
児童福祉施設等（幼保連携型認定こども園）のため、
主要な間仕切り壁を準耐⽕構造以上で防⽕区画とす

該当

内装制限 内装制限の指定・緩和 令128の4、令128の5 居室を難燃材料以上、廊下等を準不燃材料以上とする。 該当

階段 階段の⼨法、歩⾏距離 令23、令120 対象外

2⽅向避難 2⽅向避難の適⽤、重複距離 令121 対象外

廊下 廊下幅 両側居室：1.6ｍ以上 ⽚側居室：1.2ｍ以上 令119 政令で定める幅員以上とする。 該当

排煙設備 排煙設備の要否 令126の2 政令で定める各室を排煙有効開⼝⾯積以上とする。 該当

⾮常⽤照明 ⾮常照明の要否 令126の4 居室、避難経路に⾮常照明を設置。 該当

⾮常⽤進⼊⼝ ⾮常⽤進⼊⼝の要否 令126の6 対象外

敷地内通路 敷地内通路の幅員 令128 幅員1.5ｍ以上とする。 該当

区分

建
築
基
準
法

避
難
規
定

⾯積区画

構造制限

法56

防
⽕
規
制

単
体
規
定

⾼さ制限

建物⽤途

区分 項⽬ 規定 該当法令 計画内容 判定

防⽕対象物 防⽕対象物の⽤途 消法17、消令6 防⽕対象物［別表６項（ハ）] −

消⽕設備 消⽕器具［延床150㎡以上］ 消法10 消⽕器設置 適合

屋内消⽕栓設備［準耐:1400㎡以上］ 消令11 パッケージ型消⽕設備設置 適合

スプリンクラー設備 ［延床6000㎡以上］ 消令12 対象外

消⽕設備（⽔噴霧、泡、ハロゲン化物、粉末消⽕器） 消令13〜18 対象外

屋外消⽕栓設備［準耐:延床6000㎡以上 耐⽕:延床9000㎡以上］消令19 対象外

動⼒消防ポンプ設備 消令20 対象外

警報設備 ⾃動⽕災報知設備［防⽕対象物全て（別表６項（ハ））］ 消令21 ⾃動⽕災報知設備設置 適合

ガス漏れ⽕災警報設備［地階で床⾯積1000㎡以上］ 消令21の2 対象外

消防機関へ通報する⽕災報知設備 消令23 消防機関へ通報する⽕災報知設備 適合

⾮常警報器具または⾮常警報設備
（⾮常ベル、⾃動式サイレン、放送設備）

消令24 ⾃動⽕災報知設備を設置するため、免除 対象外

避難設備 避難器具［2F以上で、収容⼈員が50⼈以上] 消令25 対象外

誘導灯・誘導標識［防⽕対象物全て（別表６項（ハ））］ 消令26 避難⼝誘導灯、通路誘導灯、誘導標識の設置 適合

消防⽤⽔ 消防⽤⽔［敷地20,000㎡以上かつ準耐⽕建築物10,000㎡以上］ 消令27 対象外

消⽕活動上必要な施設排煙設備 消令28 対象外

連結散⽔設備［地階床⾯積合計700㎡以上］ 消令28の2 対象外

連結送⽔管［地階を除く階数7階以上］ 消令29 対象外

⾮常コンセント設備［地階を除く階数11階以上］ 消令29の2 対象外

その他消防⽤設備 カーテンなどの防炎措置 消法4の3 防炎措置を⾏うものとする。 適合

消
防
法

・建築物のエネルギー消費性能向上に関する法律

・高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律

・児童福祉法

・建築物リサイクル法

・屋外広告物法（実施設計時に要協議）

・認定こども園法

・認定こども園法施行令

・認定こども園法施行規則

・認定こども園法施行細則

・幼保連携型認定こども園設備運営基準

・認定こども園教育・保育要領

・幼保連携型認定こども園設備運営基準条例

・福島市景観条例

・福島市都市公園条例

・福島市開発行為等指導要綱 

・福島市建築基準施行細則

・福島市建築物等の建築に関する指導要綱

・福島市電波障害防止に関する指導要綱

・福島県基準法施行条例

・人にやさしいまちづくり条例

・福島県景観条例

2. 敷地概要

■建築基準法

2-2. 法的条件の整理

■消防法

　建築基準法関連法規

■その他条例

　福島県関連条例

　福島市関連条例

　幼保連携型認定こども園関係法令に基づく制限

（仮称）もりあい認定こども園整備事業基本設計
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Ⅰ　基本設計概要

有 無

(1) 幅は、80㎝以上（主要な出⼊⼝１以上の幅は、90cm以上） ○

(2) ⾞いす使⽤者が通過する際に⽀障となる段 ○

(3) ⼾（有の場合は、以下のアからｲまでに記⼊すること。） ○

ア ⾃動的に開閉する構造その他⾞いす使⽤者が容易に開閉して通過できる構造の⼾ ○

イ 利⽤者が⼾に衝突することを防⽌する措置 ○

(4) ⾃動的に開閉する⼾である場合には、⼾に挟まれることのないよう、利⽤者を感知し、⼾の閉鎖
   を⾃動的に制⽌する装置

○

(1) 表⾯は、粗⾯⼜は滑りにくい材料の仕上げ ○

(2) 廊下の段 ○

(3) 廊下の傾斜 ○

(4) 階段若しくは段⼜は傾斜がある部分の端に近接する⽔平な部分に点状ブロック等の敷設 ○

(5) １以上の経路の廊下 ○

ア 廊下の幅は、1.2m以上 ○

イ 末端の付近⼜は50m以内ごとに縦、横それぞれ1.4m以上の空間の確保 ○

ウ 廊下の⾼低差 ○

(6) 受付等まで視覚障害者誘導⽤ブロックを敷設⼜は視覚障害者を誘導する装置の設置 ○

(1) 不特定かつ多数の者の利⽤に供する便所の設置 ○

介助者同伴⽤便房（⾞いす使⽤者⽤便房であって、男⼦⽤及び⼥⼦⽤の区分のある区域を経由しないで男⼥共⽤
で利⽤できるもの）を１箇所以上必置

○

介助者同伴⽤便房以外の⾞いす使⽤者⽤便房の設置数 ○

 便房の床⾯積

 腰掛便座の設置 ○

 ⼿すりの設置 ○

 便所及び便房の出⼊⼝の幅は、80㎝以上 ○

 便所及び便房に設置されている⾞いす使⽤者が円滑に開閉し て通過できる構造の⼾ ○

 ⾞いす使⽤者が通過する際に⽀障となる段 ○

 床⾯は、粗⾯⼜は滑りにくい材料の仕上げ ○

(3) 出⼊⼝⼜はその付近の⾒やすい位置への介助者同伴⽤便房設置の表⽰ ○

(4) 男⼦⽤⼩便器の設置 ○

     床置式⼩便器の設置数 ○

(5) ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ及びﾍﾞﾋﾞｰﾍﾞｯﾄﾞ等設置便房の設置数 ○

(6) ｵｽﾄﾒｲﾄ対応設備設置便房の設置数 ○

⼈
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

区分 項⽬ 整備基準
該当

2×2ｍ以上

利⽤者⽤の廊下

利⽤者⽤の出⼊⼝

利⽤者⽤の便所

(2) 介助者同伴⽤便房の構造

有 無

(1) 不特定かつ多数の者の利⽤に供する駐⾞場 ○

⾞いす使⽤者⽤駐⾞施設の設置数 ○

ア ⾞いす使⽤者⽤駐⾞施設は建築物の出⼊⼝に近い位置に設置 ○

イ ⾞いす使⽤者⽤駐⾞施設の幅は、3.5m以上 ○

ウ 国際シンボルマーク等の表⽰ ○

(2) 建築物の出⼊⼝から⾞いす使⽤者⽤駐⾞施設までの通路は、敷地内通路に準じた構造 ○

(1) 表⾯は、粗⾯⼜は滑りにくい材料の仕上げ ○

(2) 敷地内通路の段 ○

ア 幅は、1.2m以上 ○

イ 通路の⾼低差 ○

(4) 直接地上へ通ずる1に定める構造の各出⼊⼝から敷地に接する道等に⾄る通路 ○

ア 視覚障害者⽤誘導ブロックを敷設⼜は視覚障害者を誘導する装置の設置 ○

イ 点状ブロック等を敷設 ○

受付・案内カウンター及び記載台の設置 ○

(1) 幅は、80cm以上 ○

(2) ⾼さは、70cm以上80cm以下 ○

(3) 下部の空間は、幅80cm以上、⾼さ65cm以上、奥⾏き45cm以上 ○

ア 設置場所、⾼さ、照明等の配慮 ○

イ ⾒やすくわかりやすい⽂字の⼤きさ、書体、配⾊、記号、図等 ○

ウ 点字等による標⽰ ○

(2) ⾃動⽕災報知設備の設置 ○

(3) 聴覚障害者に配慮した光等による⾮常警報装置の設置 ○

安全かつ円滑に授乳及びおむつ交換をすることができる場所 ○

 壁、固定式のついたて等により外部からの⾒通しのできない構造 ○

 授乳⽤のいす、ベビーベッド、⼿洗い設備及び汚物⼊れ ○

 出⼊⼝⼜はその付近の⾒やすい位置への表⽰ ○

区分 項⽬ 整備基準
該当

授乳及びおむつ交換の場所の構造

⼈
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

駐⾞場

駐⾞施設の構造

敷地内通路

(3) １以上の敷地内通路の構造

受付・案内カウンター
及び記載台

受付・案内カウンター及び記載台の構造

案内表⽰板

(1) 案内標⽰の構造

 授乳及びおむつ交換の
場所

2. 敷地概要

■人にやさしいまちづくり条例

2-2. 法的条件の整理

（仮称）もりあい認定こども園整備事業基本設計
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Ⅰ　基本設計概要

2. 敷地概要
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2-3　敷地現況図

（仮称）もりあい認定こども園整備事業基本設計
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Ⅰ　基本設計概要

大地震時に対する構造体の耐震安全性の目標について (官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成25年版）より)

耐震安全性の目標 対象施設 耐震安全性の分類 重要度係数

大地震動後、構造体の補修をすることなく建築物を使用できる
ことを目標とし、人命の安全確保に加えて十分な機能確保が図
られるものとする。

災害応急対策活動に必要な官庁施設及び危険物を
貯蔵又は使用する官庁物設のうち、特に重要な官
庁施設・災害拠点病院・放射性物質や病原菌類を
貯蔵又は使用する施設

Ⅰ類 1.50

大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用
できることを目標とし、人命の安全確保に加えて機能確保が図
られるものとする。

災害応急対策活動に必要な官庁施設、危険物を貯
蔵又は使用する官庁施設、多数の者が利用する官
庁施設（一般病院、学校施設、社会福社施設）等

Ⅱ類 1.25

大地震動後、構造体の部分的な損傷は生じるが、建築物全体の
耐力の低下は著しくないことを目標とし、人命の安全確保が図
られるものとする。

Ⅰ類、Ⅱ類の対象施設以外の一般の官庁施設 Ⅲ類 1.00

園舎

保育室 577.58

管理関連室 101.15

調理関連室 98.33

共有部 291.49

その他共有部 276.94

設備 27.58

倉庫 44.2

病児保育室 45.13

合計 1462.40

室名 ⾯積_⼩数点第三位以下四捨五⼊

0歳児室 42.65

沐浴室 7.87

調乳室 4.14

物⼊ 2.48

1歳児室(1) 43.00

1歳児室(2) 43.00

1歳児教材庫(1) 3.93

1歳児教材庫(2) 3.93

幼児ＷＣ(1) 10.48

2歳児室(1) 36.64

2歳児室(2) 36.64

2歳児教材庫 2.33

2歳児教材庫 2.33

2歳児教材庫 2.33

2歳児教材庫 2.33

幼児ＷＣ(2) 13.04

3歳児室(1) 40.99

3歳児室(2) 40.99

3歳児教材庫 11.59

4歳児室(1) 40.99

4歳児室(2) 40.99

4歳児教材庫(1) 8.28

4歳児教材庫(2) 9.94

5歳児室(1) 40.99

5歳児室(2) 40.99

5歳児教材庫 11.59

幼児ＷＣ(3) 33.12

⼩計 577.58

⾯積表（各室）

保育室

事務室 48.38

休憩室・作業室 20.5

保健室 12.3

更⾐室(1) 16.56

更⾐室(2) 3.41

⼩計 101.15

管理関連

配膳室 36.64

休憩室管理栄養⼠室 11.06

配膳室 10.35

洗浄室 9.32

検収室 8.09

⾷品庫 6.42

下処理 5.98

前室 5.51

調理室⽞関 3.59

調理室WC 1.37

⼩計 98.33

調理関連室

遊戯室 141.19

ランチルーム 81.98

⼦育て⽀援室 68.32

⼩計 291.49

共有

⾵⾬室昇降⼝ 33.12

ベビーカー置場 8.86

職員通⽤⼝ 8.28

相談室 8.28

洗濯室 3.11

廊下(1) 47.62

廊下(2)・ホール 76.99

廊下(3)・多⽬的コーナー 90.68

⼩計 276.94

その他共有

⼥⼦ＷＣ 13.21

男⼦ＷＣ 9.94

みんなのＷＣ 4.43

⼩計 27.58

設備

倉庫(1) 14.49

倉庫(2) 17.39

倉庫(3) 9.01

倉庫(4) 3.31

⼩計 44.2

倉庫

受⼊兼職員室 15.26

病児保育(1) 7.45

病児保育(2) 7.45

幼児ＷＣ(4) 6.69

静養室(1) 4.14

静養室(2) 4.14

⼩計 45.13

病児保育

屋外建物

カーポート（おもいやり駐⾞場） 28.62

ゴミ集積所 8.33

プレハブ物置 6.45

以上児⽤物置 4.38

外部倉庫 4.38

合計 52.16

総計

園舎 1462.40

屋外建物 52.16

1514.56

3-1. 建物概要

3. 施設概要

33.1㎡

廊下(1)

13.0㎡

8.86㎡

8.28㎡

8.28㎡

33.12㎡

3.11㎡

47.62㎡76.99㎡

90.68㎡

20.50㎡

16.56㎡

3.41㎡

48.38㎡ 12.30㎡

81.98㎡ 141.19㎡
68.32㎡

9.94㎡
13.21㎡

4.43㎡

14.49㎡

17.39㎡

9.01㎡

3.31㎡

5.98㎡

11.06㎡

8.09㎡

6.42㎡

9.32㎡

5.51㎡
36.64㎡

1.37㎡

3.59㎡

10.35㎡

15.26㎡

4.14㎡4.14㎡ 7.45㎡

7.45㎡6.69㎡

42.65㎡

2.48㎡4.14㎡

7.87㎡

3.93㎡3.93㎡ 10.48㎡

43.00㎡43.00㎡

2.33㎡2.33㎡

2.33㎡2.33㎡

36.64㎡36.64㎡

40.99㎡

40.99㎡

9.94㎡

8.28㎡

11.59㎡

40.99㎡

40.99㎡

40.99㎡

40.99㎡

11.59㎡

3-2. 各室面積一覧表

（39.97㎡）

（40.47㎡）（40.34㎡）
（34.20㎡）（34.20㎡）

（135.73㎡）

（38.64㎡）

（38.78㎡）

（38.78㎡）

（38.78㎡）

（38.78㎡）

（38.64㎡）

※（ ）内は設備、造作、家具を含む内法面積を示す。

各室面積求積図

（6.55㎡）

（6.55㎡）

職員通用口

みんなの
ＷＣ

幼児
ＷＣ(2)

教材庫

教材庫

教材庫

教材庫

ホール
廊下(2)

前室

子育て支援室

相談室

廊下(3)

下処理室

食品庫

病児保育(1)

倉庫(4)

多目的コーナー(1)

多目的コーナー(2)

４歳児室(1)

４歳児室(2)

調理員

検収室洗浄室

配膳室

調理室

ランチルーム

更衣室(1)

３歳児室(1)

３歳児室(2)

５歳児室(1)

５歳児室(2)

教材庫(5歳)

教材庫(3歳)

幼児ＷＣ
(3)

教材庫(4歳)

教材庫(4歳)

倉庫(3)

更衣室(2)

男子
ＷＣ ベビーカー

置場
風除室
昇降口

事務室 保健室

２歳児室(2) ２歳児室(1)
１歳児室(2) １歳児室(1)

０歳児室

調乳室物入

沐浴室

教材庫
幼児

ＷＣ(1)
教材庫

受入兼
職員室

静養室
(1) 　(2)

洗濯室

幼児
ＷＣ(4)

休憩室
作業室

調理員
玄関

休憩室
管理栄養士室

女子
ＷＣ

病児保育(2)

倉庫(1)

倉庫(2)

遊戯室

・敷地面積

・構造・規模

・延床面積・[容積率]

・建築面積・[建蔽率]

・高さ関係

・用途

・確認申請棟数

・耐震安全性

A類
　大地震動後、災害応急対策活動等を円滑に行ううえ、又は危険物の管理
のうえで支障となる建築非構造部材の損傷、移動等が発生しないことを目
標とし、人命の安全確保に加えて十分な機能確保が図られるものとする。

B類
　大地震動により建築非構造部材の損傷、移動等が発生する場合でも、人
命の安全確保と二次災害の防止が図られていることを目標とする。

甲類
　大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られているととも
に、大きな補修をすることなく、必要な設備機能を相当期間継続できるこ
とを目標とする。

乙類
　大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られていることを
目標とする。

建築設備

建築非構造部材

：4,850.7㎡（占有面積：3,408.7㎡　共用駐車場面積：1,442.0㎡）

：(園舎)Ｗ造平屋建　(おもいやり駐車場）軽量鉄骨造平屋建

　(物置)軽量鉄骨造　(以上児・未満児倉庫)木造平屋建

：1,514.56㎡（園舎：1,462.40㎡　屋外建物：52.16㎡）・［30.63％］

：1,579.54㎡（園舎：1,527.38㎡　屋外建物：52.16㎡）・［32.56％］

：最高高さ　6.57ｍ　最高軒高　5.80ｍ

：（建築基準法）幼保連携型認定こども園　　（消防法）6項(ハ)

：園舎2棟（園舎おもいやり駐車場）※1棟当たり10㎡以下（物置3棟・ゴミ集積所1棟）

：構造体：Ⅱ類　・　非構造体：Ａ類　・　建築設備：　乙類　　

（仮称）もりあい認定こども園整備事業基本設計
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Ⅰ　基本設計概要

Ｎ

設計ＧＬ78.10
物置スペース

計画建物(園舎)

ＱＰ
(廃棄物
 集積所)

(物置)

雨水貯留槽

エントランス
ポーチ

砂場

駐輪スペース

砂場

(物置)
以上児用

(物置)
未満児用

雨水貯留槽

KBM.1 H=78.612m

正門＋門扉

遊具

園庭

園庭

凡例

アスファルト舗装

コンクリート舗装

砕石敷き

整地

コンクリート塀 H=600

メッシュフェンス＋両開扉3か所(H=1.5ｍ)

集水桝

雨水側溝

雨水配管(有孔管)

車両動線（送迎・公園利用者）

車両動線（職員・管理）

車両動線（公園管理）

車両動線（病児保育送迎）

歩行者動線

旋回スペース

4. 配置計画

4-1. 配置位置

4-2. 駐車場計画

4-3. 外構計画

4-4. 敷地内雨水排水計画

おもいやり
駐車場
2台

屋根付

共用駐車場 39台 多目的広場

滑り台

職員駐車場

・敷地内における大雨による洪水被害を防ぐために、排水管の適切な設置や貯留槽の

　設置などにより、雨水の流出を抑制し、効率的に排出する計画とする。

・周辺からの景観を損なわないよう地下雨水貯留槽が望ましい。

・貯留槽の蓋は、子どもたちが開けられないよう、安全装置を設ける。

・排水管の適切な設置や勾配の確保、適切な土質の選定などにより、

　雨水の滞留による水たまりやぬかるみを防止し、転倒や滑りなどの事故を防ぐ計画とする。

・駐車場、公園内通路はアスファルト舗装、敷地北側の設備スペースは砂利敷きとする。

・園舎周囲には、メッシュフェンスを設置し、出入口を5箇所設ける。

・森合運動公園の豊かな緑との一体感を感じられるような植栽計画とし前面道路、多目的

　広場から見た際の景観の調和に配慮する。

・公園施設内の移設に伴い、公園管理車両の動線を考慮し、旋回スペースを設ける。

［共用駐車場］

・既設駐車場を本施設の送迎用の駐車場として、公園施設利用と兼用する計画とする。

・工事を行う部分については、復旧舗装・白線引きを行う。

・復旧の際に、車椅子利用者駐車場を設け、施設・公園利用者に配慮した計画とする。

・マイクロバス等が進入できるよう、必要な幅員等を確保する計画とする。

［職員駐車場］

・計画敷地の隣地を職員用の駐車場とし、職員数を考慮し、敷地形状から駐車台数を

　最大限確保する。

［おもいやり駐車場］

・主に病児保育の送迎に使用する事を想定し、2台以上（屋根付き）を設置する。

［管理用駐車場］

・施設の運営管理に必要な物品・食材等の搬入車両の駐車場として、5台程度確保する。

・新園舎の建物配置は、公園施設内への移転を考慮して、敷地北側へ配置する。

・メインの出入り口となるエントランスを南側に配置し、送迎・公園利用者と

　職員・管理、公園管理の動線について、明確に分けた動線計画とする。

・敷地設定については、共用駐車場の駐車台数を可能な限り、確保する計画とする。

・車両動線（公園管理）については、公園管理車両以外の車両が入らないよう、

　適切な位置にバリカー（車止め）を設ける。

ブランコ インクルーシブ遊具

鉄棒

築山H1.5

アスファルト舗装270㎡
白線引き231M＋車止め5台分

管理用駐車場 5台

※工事部分の復旧舗装1350㎡×35％
　白線引き231M＋車止め39台分

バリカー位置

築山H0.75

配置・外構計画

T.3
78.090

T.4
78.093

T.5
77.545

T.9
78.468

W.C

U 
30
0×

40
0

U 
60
0×

60
0

U 
30
0×

60
0

U 
30
0×

40
0

現
打
 4
00
×
40
0

U 60
0×600

L型
40
0

L型
40
0

VPφ
450

U 300×700～710

現打 400×400

U 300×290～400

U 300×460～680

時計

看板

As

As

As

As

As

As

In

as

as

as

木1

木1

木1

木2

木2

木2

木2

木2

木2

木1

園名柱

看板

看板

外灯

外灯

G

(空)

G

(空)

物置

物置

物置

量

T:不明

E:八天線12

T:上森合10左6

T:上森合10左5

E:八天線11

As

下

下

水

水

C

E

78.04

78.18

78.26

78.21

77.94

77.91

77.76

78.3178.44

78.57

78.48

78.50

78.58

78.44

78.10

77.76

77.62

77.56

77.46

77.44

77.69

77.84

78.22

78.10

77.58

77.78

78.13

78.25

78.05

78.11

78.28

78.43

77.99

78.15

78.34

78.39

78.62

78.53

78.58

78.63

78.50

78.01

77.62
77.47

77.81

78.14

77.40

78.62

78.60

78.96

78.92

78.56

77.92

78.59

78.14

78.33

77.45
77.46

77.45

77.53

77.42

77.75

77.54

77.65

77.64

76.99

77.09

77.05

77.04

76.80

76.98

77.01

76.80

76.74

76.75

78.06

78.49

78.23

77.78

77.72

78.06

77.88

78.60

77.89

78.60

77.89

78.95
78.08

77.96

77.88

77.51

77.76

77.72

77.91

78.02

78.23
78.13

78.61

77.56

717

78.08

U 300×300

U 300×300

（仮称）もりあい認定こども園整備事業基本設計
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